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アバント 523 528 530 保管、輸送、固定ポイント、吊り上げ

。

トレーラーの積載量を⾒積もる際は、追加のカウンター
ウェイト、アタッチメント、その他の機器をすべて考慮し
てください。追加のカウンターウェイト、その他のオプ
ションや機器により、ローダーの重量が識別プレートに表
⽰されている重量より重くなる場合があります。トレー
ラー、牽引⾞などの最⼤許容重量を超えないようにしてく
ださい。

拘束オプション

頻繁なトレーラー輸送のためのオプション装備

ローダーをトレーラーで頻繁に輸送する場合は、荷物の固定
を容易にするためにオプションのタイダウン ブラケットを使
⽤できます。

牽引⾞の最⼤許容牽引バー重量を必ず確認してくださ
い。牽引バーの荷重はスケールで測定することをお勧め
します。トレーラー上のローダーの位置がわずかに異な
ると、牽引バーの荷重が過剰またはマイナスになり、ト
レーラーと牽引⾞が不安定になる場合があります。牽引
バーには、牽引⾞の説明書に⽰されている制限内で適度
な荷重がかかっていることを確認してください。

リアバンパーまたはカウンターウェイトに取り付けられたタ
イダウンブラケットA418623

リアフレームの側⾯にタイダウンブラケットA418623を取り
付けます

サイド取り付けの場合はブラケットが2つ必要です。

ホイールハブの固定ブラケット A423091

5 本のボルトでホイールハブに取り付けます。
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。

ストレージ

屋外保管が必要な場合は、指定された防⽔カバー（部品
番号 65436）で機械を保護してください。

。

危険

ローダーの移動または落下の危険 - 

サイドのカウンターウェイトからロー

ダーを絶対に降ろしたり、縛ったりし

ないでください。追加のサイド カウン

ターウェイトのアイレットは、サイド 

カウンターウェイトの取り付けまたは

取り外し専⽤です。カウンターウェイ

トからローダーを持ち上げたり、アイ

レットを固定ポイントとして使⽤した

りしないでください。取り付け作業後

は必ず直ちにカウンターウェイトから

アイレットを取り外してください。

⻑期保管（2 か⽉以上）の前に、ローダーの耐⽤年数を
延ばし、問題なく使⽤できるようにローダーを準備して
ください。
- ᶊ ᶉḩḻḎḒḻḁᶱ ᵸᶪᵲᶇᶱᵩ ᶠᵶᶝ

ᵸᴳְכᴪᴑᴢᴨְ᷊ᴻḛḁᶊᵩ ᵣ ᶮᵺᵮᵿᵴᵣᴳ

- ḵᴻḈᴻᶱ ᶊ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- ᶊᶧᶪ ᶱ ᵯᵾᶠᶊᴲ ᶊꞌᵷᶅ ⾯ᶱ ᵶᴲ

ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- ￼ ᶊ᷅Ḳᴻḁᶱ ᶩᴲ᷿ḲḻḈᴻᶍḜḁḐḻ

ḵḋḑᶊᶿᶹḳᶱ ᶩᶝᵸᴳ

- ḘḋḎḲᴻᶱḵᴻḈᴻᵪᶨ ᶩ ᵶᴲ ᵶᵮ⾵ ᵶᶍ ᵣ

ᶊ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳḘḋḎḲᴻᶎ ⽉ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- סּ ᶆᵡᶫᶏᴲḵᴻḈᴻᶱׁש ᶊ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳḵᴻḈᴻ

ᶱ ⽇ ᶍ ᵾᶪ ᶊ ᵶᶉᵣᶆᵮᵿᵴᵣᴳ

- ᶽḻḀḻᶱ⻑ ᵸᶪ ᶱᵸᶪᶊᶎᴲᶽḻḀḻᶍ ⅛

ᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- ḇᶹḬᶱ ⅓ᶝᶆ ᶨᶝᵺᶝᵸᴳ

- ḇḻ᷄ᶇ ⅓ᶿᶹḳḇḻ᷄ᶱ ⼤Ḧᴻ᷄ᶝᶆ ᵾᵶᶝᵸᴳ

- ᶽḻḀḻᶍ ⼝ᶱ ᵣᶝᵸᴳ
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。

ローダーの持ち上げ
。

次の図は、4 本の吊り上げストラップを使⽤して ROPS フ
レームでローダーを持ち上げる原理を⽰しています。

ROPS を使⽤したローダーの持ち上げ:ROPS フレームを装備
したローダーを持ち上げる場合は、持ち上げる⽬的で承認さ
れた、⻑さが最低 2000 mm の 4 本の吊り上げスリングを使⽤
します。4 本の ROPS ポストにスリングを巻き付けます。吊り
上げキット A418706 には、ROPS フレームを備えたローダー
を持ち上げるために必要なすべての部品と詳細な⼿順が含ま
れています。

吊り上げスリングが動かず、吊り上げ中にローダーが揺
れないことを確認します。吊り上げストラップを 4 つの 
ROPS ポストすべてに巻き付け、ストラップが縛られた
り、鋭い⾓などで損傷したりしないことを確認します。

キャブGT:Cab GT を装備したローダーを持ち上げるために
は、リフティング ビームやチェーンなどの特別なリフティン
グ装置が必要です。ローダーは、フロント フレームとリア フ
レームの固定ポイントから持ち上げることができます。

キャブL:Cab L を装備したローダーを持ち上げる場合は、持ち上
げる前にウィンドウ パネル (前⾯、側⾯、および背⾯のウィンド
ウ パネル) を取り外してください。

ローダー落下の危険 - ローダーをカウ

ンターウェイトから持ち上げたり、固

定ポイントとして使⽤したりしないで

ください。追加のサイド カウンター

ウェイトのアイレットは、サイドウェ

イトの取り付けまたは取り外し専⽤で

す。カウンターウェイトからアイレッ

トを取り外して、使⽤できないように

します。

警告
ローダー落下の危険 - ローダーを持
ち上げるときは、適切な機器を使⽤
し、安全に関する指⽰と安全⼿順に
従ってください。警告

- ローダーから重いアタッチメン
トや余分な重量物を取り外しま
す。 牽引（機械の回収）

- ブームを下げてください。 ローダーは牽引できません。油圧トランスミッションと
油圧パーキングブレーキが装備されており、エンジンが
作動し、油圧システムに⼗分な圧⼒がある場合にのみ解
除できます。技術的な故障が発⽣し、エンジンが始動で
きない、または始動しない場合は、ローダーを別の機械
で脇に寄せるか、フォークリフトなどで持ち上げてサー
ビスに運ぶ必要があります。

- フレーム関節ロックをローダー
のフレームに取り付けます。

- 各キャブタイプのリフティングキット

のオペレーターマニュアルに記載され

ている指⽰に従ってください。

- ⼈が乗っている状態でローダーを持ち

上げないでください。

ローダーをできるだけスムーズに持ち上

げ、落下したりぐらついたりしないように

してください。
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サービスとメンテナンス

危険

⼈⾝傷害のリスク - ローダーが損傷していたり  、メンテナンスが不⼗分だったりすると、安全でな

い操作のリスクが発⽣したり、リスクが増⼤したりする可能性があります。

⻑ᵣ ⽤ ᶱ ᵸᶪᶊᶎᴲḵᴻḈᴻᶱ ᶉ ᶊ┐ ᵸᶪᵲᶇᵫ ᶆᵸᴳᵲᶍ ᶊ ᵴᶫ

ᶅᵣᶪḩḻḎḒḻḁ⼿ ᶎᴲ ᶱ ᵰᵾᶿḢḴᴻḇᴻᶝᵾᶎ ᶉᶿḢḴᴻḇᴻᵫ ⾏ᶆᵬᶝ

ᵸᴳ᷊ᴻḛḁ ᶍ⽅ ᵫᶮᵪᶨᶉᵣ ᶎᴲ᷊ᴻḛḁᶝᵾᶎḩḻḎḒḻḁ ᶱ ᵸᶪ ᶊᴲ

נּ ᶱ ᵣ ᶮᵺᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

ḩḻḎḒḻḁְḁ᷆Ḁḭᴻḳᵫ ᶨᶫᵹᴲ ᵴᶫᵾ᷊ᴻḛḁᵫᵲᶍ Ḧḓḭᶷḳᶍ ᶊ ᵴᶫᶅ

ᵣᶉᵣ ᴲḵᴻḈᴻᶍ ᶎ ᶍ ᶊᶉᶨᶉᵣ ᵫᵡᶩᶝᵸᴳ

᷊ᴻḛḁ ᶎᴲכᴪᴑᴢᴨְḏᶸᴻḱᴻᶝᵾᶎ ᷊ᴻḛḁᵪᶨ⼊⼿ᶆᵬᶝᵸᴳᵳ ᶣ ᶊᶃᵣᶅ

ᶎᴲᵩ ᵮᶍְכᴪᴑᴢᴨְ᷊ᴻḛḁᶝᵾᶎḏᶸᴻḱᴻᶊᵩ ᵣ ᶮᵺᵮᵿᵴᵣᴳ

安全に関する注意事項

メンテナンスやサービスを⾏うときは、常に基本的な安全⼿順に従い、以下の指⽰に留意し
てください。

1.パーキングブレーキをオンにします。

2.サービス操作を開始する前に、ローダーの電源をオフにして冷却してください。

3.バッテリー切断スイッチをOFFの位置に回します。
警告

4.ブームを下げた状態にしてください。ブームの下で作業する必要がある場合は、ブーム シリンダーにサー
ビス サポートを取り付けて固定してください。

5.機械を持ち上げるときや、タイヤを交換するときなどにフレームロックを取り付けます。

6.電気システムやバッテリーの作業を⾏う前に、バッテリーを外してください。

- スペアパーツやサービス⼿順の詳細については、Avant ディーラーまたは Avant サービスにお
問い合わせください。

。 . .

⽕傷、切り傷、油や汚れの⾶散の危険があります。す
べてのメンテナンス作業中は安全メガネと⼿袋を着⽤
してください。保護⼿袋、安全メガネ、保護⾐を必ず
着⽤してください。⾼温の表⾯や鋭利な⾓は怪我の原
因となります。また、油やグリースが⽪膚に接触する
と有害な場合がありますので、油に触れた後は⼿をよ
く洗ってください。

警告
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。

⾼圧の液体が噴出すると⽪膚に浸透し、重傷を負う可能性があります。
加圧された部品には絶対に触れないでください。

油圧部品を取り扱う前に、アタッチメントとローダーの油圧システムが完全

に減圧されていることを確認してください。締め付けたり開いたりするとき

には、継⼿の近くに⼿を置かないでください。また、漏れを探すために⼿を

使うことは絶対にしないでください。漏れが疑われる場合は、漏れを検出す

るために段ボールを置いてください。

危険

油圧液が⽪膚を通して注⼊された場合、または注⼊された疑いがある場合は、直ちに

医師の診察を受けてください。注⼊されたオイルによって引き起こされる可能性のあ

る重傷を最⼩限に抑えるには、直ちに専⾨的な医療処置を受けることが重要です。初

期の損傷はほとんど⽬に⾒えないかもしれませんが、数時間以内に重傷を負う可能性

があります。

油圧オイルの漏れによる怪我や⽕傷の危険 - 油圧漏れがある場合は、ローダーやアタッチメン
トを絶対に操作しないでください。油圧ホースとコンポーネントの点検は、ローダーが安全
に停⽌し、油圧が解放されているときにのみ⾏ってください。⼩さな漏れがすぐに⼤きな漏
れに変わる可能性があるため、漏れに気づいたらすぐに修理してください。油圧液の漏れ
は、重⼤な⼈⾝事故を引き起こす可能性があり、環境にも有害です。⾼温の油圧オイルは重
度の⽕傷を引き起こす可能性があります。

警告

油圧ホースに⻲裂や摩耗がないか確認してください。ホースの摩耗を監視し、ホースの外層が摩耗して

いる場合はローダーの使⽤を中⽌してください。⽋陥が⾒つかった場合は、ホースまたはコンポーネン

トを交換する必要があります。

また、油圧オイルが⽪膚に繰り返しまたは⻑時間接触すると有害な場合がありますので、オイルに触れ

た後は⼿をよく洗ってください。

-
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。

ローダーのエンジンルームと収納ス
ペース環境を考慮する

機械内の液体は環境に有害です。
液体が環境に漏れないようにして
ください。

エンジンルームへのアクセス

エンジン コンパートメントにアクセスする前に、ローダーを
停⽌し、ローダーが冷却されるのを待ちます。

廃油や廃液はリサイクル ステー
ションに持ち込んでください。そ
の他の部品のリサイクルや廃棄に
関する地域の要件を確認してくだ
さい。

エンジン カバーを開くには、エンジン カバーのクイック ロッ
クを開き、横に持ち上げます。

エンジンルーム内に収納スペースはありません。

⽕傷の危険 - カバーを開ける前にロー

ダーが冷めるのを待ってください。 エン

ジン部品、排気システム、油圧部品は使

⽤後に⾮常に⾼温になっている場合があ

ります。

警告スムーズドライブシステムを搭載したローダー:

油圧オイルの破裂の危険 - 修理前に
油圧アキュムレータを分離してくだ
さい。ローダーにスムーズ ドライブ 
オプションが装備されている場合
は、ブームの油圧回路に圧⼒アキュ
ムレータが取り付けられています。
アキュムレータが回路から切り離さ
れ、残留圧⼒が解放されるまで、油
圧コンポーネントを取り外さないで
ください。

隣接する警告ラベルは、リア カバー
の下に⽬⽴つように配置されていま
す。⾼温になる部分には、すべての
エンジン関連部品、排気システム、
油圧部品およびホースが含まれま
す。エンジン コンパートメントの他
の部品やローダーのフレームも⾼温
になる場合があります。

警告

⾼温の冷却剤による⽕傷の危険
- 熱いラジエーターやリザーバーを絶対に開けな

いでください。絶対に開けないでください

エンジンが温かい間は加圧冷却システムを

開けてください。⾼温の冷却液が噴き出し

て重度の⽕傷を引き起こす可能性がありま

す。開ける前にエンジンが完全に冷めるの

を待ってください。

警告

ラジエーターやリザーバーを開けず
に、別の冷却液リザーバーをチェッ
クして冷却液のレベルを確認しま
す。ラジエーターのキャップを開け
ずに、冷却液リザーバーに冷却液を
補充します。
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アバント 523 528 530 サービスとメンテナンス

可動部品に接触する危険 - エンジ
ン・コンパートメントは必ずシャッ
トダウンしてください。

エンジンが作動しているときは、冷却ファ

ン、オルタネーター ベルト、ベルト プー

リーが⾼速で動きます。エンジンが作動し

ているときは、エンジン カバーを絶対に開

けないでください。

警告

キャビン内の収納

運転席の周囲やキャビン内の他の場所に収納スペースが
あります。ローダーの操作を妨げず、視界を遮らないよ
うに物を置いてください。

⽕災や⽕傷の危険 - エンジン室を保
管スペースとして使⽤しないでくだ
さい。エンジンルーム内には収納ス
ペースがありません。エンジンルー
ム内には物を置かず、常に清潔に
保ってください。エンジンの近くに
物を置いたり、エンジン周辺が汚れ
ていると、エンジンや排気ガスの熱
で⽕災が発⽣する恐れがあります。

警告
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。

サービスサポートとフレームロックの取り付け サービスサポートが整備されている

ブームサービスサポートのインストール:

ブーム リフト シリンダーの⾚いサービス サポートは、ブーム
の先端、アタッチメント カップリング プレートの後ろにあり
ます。

メンテナンス作業中にブームが上がった状態を保つため
に、サービス サポートをリフト シリンダーのピストンロッ
ドに取り付けます。サポートにある⻑いネジでピストン 
ロッドにロックして、サービス サポートを固定します。

フレームロック:

運転席構造の下に⾚枠のロックバーが格納されています。

荷物の落下 - 押しつぶされる危険。
ローダーブームの下に⼊る前に、必
ず付属のサービスサポートでロー
ダーブームを固定してください。
サービスまたはメンテナンスの前
に、ローダーから荷物やアタッチメ
ントを取り外してください。

警告

ᵲᶍḵḋְ᷄Ḙᴻᶎᴲ ᵧᶏ ᶀ ᵱᵾᶩ ᵶᵾᶩᵸᶪ ᶊḵᴻḈᴻְḝ

ḴᴻḨᵫ ᶂ ᵯᶊᶉᶪᶧᵥᶊ ḝḴᴻḨᶱḵḋ᷄ᵸᶪᵲᶇᶱ⽬ ᶇᵶ

ᶅᵣᶝᵸᴳ

ḝḴᴻḨְḵḋְ᷄Ḙᴻ⽤ᶍ⽳ᶎᴲḵᴻḈᴻᶍ ᴲᶷ᷄ḃḁְ

ḁḎḋḟᶍּזᶊᵡᶩᶝᵸᴳ

ブームの先端にサービスサポートを格納
1.バーのフック型端をローダーの背⾯フレームの⽳に

通します。

2.バーを前⽅の⽳の⽅に回します。もう⼀⽅の端は、
後部フレームの⽳にロックされたままになります。

3.ステアリングホイールを回して、バーの⽳の開いた端
とフレームを合わせます。これは、ローダーを始動
せずに⾏うことができます。

4.位置合わせが完了したら、バーをスライドさせてコッターピ
ンでロックします。
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⽇常点検と定期点検スケジュール
。

ローダーを良好で安全な状態に保つには、点検とメンテナンスが必要です。オペレーター マニュアルのこの部分では、
ローダーとそのエンジンのメンテナンスとサービスのポイントと間隔を⽰します。次のページには、各サービス操作に
関する詳細な⼿順が番号順に記載されています。

この操作マニュアルでは、必要なサービスが次の部分に分かれています。

1.⽇常的なメンテナンスは、ローダーのすべてのユーザーが特別な機器やトレーニングなしで実⾏できます。⽇常的な作業の⼀環と
して、ローダーとその機器の状態を確認してから起動してください。問題が⾒つかった場合は修正してください。

2.ローダーとそのエンジンの定期的なメンテナンス。特別な機器とトレーニングが必要になる場合があります。サー
ビス スケジュールでは、⽇常のメンテナンスに加えて、ローダーのより徹底した検査が⾏われます。

⼀部の定期サービス⼿順は、資格のあるサービス技術者が⾏う必要があります。これらのサービス操作は、サービ
ス スケジュール テーブルと各サービス操作の⼿順に記載されています。認定された Avant サービス ポイントに
は、必要な特別なツールと機器があります。

ᵸᶘᶅᶍḩḻḎḒḻḁᵩᶧᶒ᷊ᴻḛḁ ᶎᴲᶽḻḀḻᶍ ᶊ⾏ᵥᵲᶇᶱ ᶊ≥ ᵶᶅᵣᶪḉᶼḋ᷄ᶱ ᵬᴲḵᴻ

ḈᴻְᶽḻḀḻᵫᶿḝᶍᶇᵬᶊ⾏ᵥᵲᶇᶱ⽬ ᶇᵶᶅᵣᶝᵸᴳ

ᵴᶫᶪ᷊ᴻḛḁְḁ᷆Ḁḭᴻḳᶊ ᶂᶅᵮᵿᵴᵣᴳ ᵶᵾ᷊ᴻḛḁᶍ ᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ᷊ᴻḛḁ⼿ ᶊ

ᶃᵣᶅ ᶉ ᵫᵡᶪ ᴲᶝᵾᶎḁḢᶷְḙᴻḌᵫ ᶉ ᶎᴲכᴪᴑᴢᴨְ᷊ᴻḛḁᶊᵩ ᵣ ᶮᵺᵮᵿᵴᵣᴳ

ローダーを良好な状態に保ってください。常に毎⽇点検を⾏い、メンテナンス スケジュール
に従ってください。メンテナンスを怠ると、ローダーの耐⽤年数が著しく短くなり、安全上
のリスクが⽣じる可能性があります。

。 . .

。 . .

。 . .

50時間使⽤後の最初のサービス
使⽤後 50 時間経過したら、必ず最初のサービスを実⾏してください。最初のサービスは、油
圧システムの性能と耐久性にとって重要です。すべての油圧コンポーネントは、使⽤開始か
ら最初の 50 時間で慣らし運転されるため、油圧オイルとフィルターにこれらの初期摩耗⽣成
物が蓄積されます。最初のサービスが時間どおりに⾏われないと、油圧ポンプ、モーター、
バルブが修理できないほど摩耗する可能性があります。保証は、サービスが不⼗分なために
⽣じた損傷には適⽤されません。最初のサービスには、ローダーの安全性と信頼性にとって
重要な作業も含まれます。

。 . .

定期サービスの記録は、この取扱説明書の 151 ページにあります。すべての定期サービス
は、サービスを⾏ったサービス技術者が記⼊し、署名する必要があります。サービス不⾜に
よって⽣じた損傷や摩耗は保証の対象になりません。
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⽇常のメンテナンスと点検
- 各作業シフトの前にローダーの周囲を歩いて点検してください。ローダーの使⽤を開始する前と 10 作業時間ごとに、以

下のタスクを毎⽇完了してください。

- 少なくとも以下の項⽬を確認してください。記載されている項⽬のいずれか、またはローダーの他の部分に問題がある場
合は、ローダーを使⽤しないでください。以下の各検査の詳細については、次のページを参照してください。

- 運転席から適切な作業姿勢と視界が妨げられないように、シートとミラー（装備されている場合）を調整します。窓とミ
ラーがきれいであることを確認します。

- Cab GT の装備を確認してください (装備されている場合)。79 ページを参照してください。

- ローダーのすべてのコントロールが正しく機能することを確認します。

- 作業エリアを確認してください。必要に応じて、ローダーの安全性や安定性に危険を及ぼす可能性のある障害物を取り除
くか、マークを付けてください。
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各勤務シフトの前にチェックする毎⽇および毎週の検査 毎週チェック

1 ᶱ ᵸᶪנּ ￭ ￭
2 ḵᴻḈᴻᴲᵼᶍ ᴲ↨ ḱḡḳᶍ⼀ ᶉ ᶱ

ᵶᶝᵸᴳ ● ●

3 ḵᴻḈᴻᶱ ᵸᶪ ￭ ●
4 ᶊ᷅Ḳᴻḁᶱ ᶪ ￭ ●

5 ḞᴻḨᴲḜḤḋḐḜḻᴲᵼᶍ ᶍ⾦ ᶱ⽬
ᶆ ᵸᶪ

● ●
6 ḤḳḐᴲḒḋḐᴲ ⼿ᶍ ᶠ ᵰ ᶱ ᵸᶪ ● ●
7 ḣᶹᴻḳᶱḉᶼḋ᷄ᵸᶪ ● ●

8
ᶷḇḋḉḩḻḐᶇ᷄ᶹḋ᷄᷀ḋḟḲḻ᷅ḟḴᴻḐᶱ
ᵶᶅᵮᵿᵴᵣ ● ●

9 ⅓ᶿᶹḳḴḡḳᶱ ᵸᶪ ￭ ●
10 ᷂ḫḞᶍᶽᶷḝᶸḳḇᴻᶱ ᵸᶪ ￭ ●
11 ᶽḻḀḻᶿᶹḳḴḡḳᶱ ᵸᶪ ￭ ●
12 ᶽḻḀḻ ⽔Ḵḡḳᶱ ᵸᶪ ￭ ●
13 ￭ ●
14 ￭ ●
15 ḘḋḎḲᴻᶇ ᷆ᴻḞḳᶱ ᵸᶪ ● ●
16 ḞᴻḨᶍ ᵬᶱḎḁḐᵸᶪ ● ●
17 ḎḁḐḑḱᶹḞ᷈ḻḐḵᴻḳᶇḁḎᶷḲḻ᷅ ● ●
18 ḙᴻ᷂ḻ᷅ḞḴᴻ᷂ᶍḎḁḐ ￭ ●

● メンテナンス作業

￭ 必要な場合

ᶻᶾᴻḇᴻḃḙḴᴻḇᴻᶱ ᵸᶪ

ḉᶼḋ᷄ᴴᶽḻḀḻᴴᶽᶷᴴḝᶸḳḇᴻᴴᶽḴḩḻḐ
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定期的なサービスとメンテナンス
毎⽇および毎週の点検に記載されている項⽬に加えて、次のサービス⼿順を定期的に実⾏する必要があります。

記載されているサービス操作の⼀部には、専⾨的なスキル、機器、知識が必要であり、専⾨技術者のみが⾏うことがで
きます。最寄りの Avant サービスを探すには、Avant ディーラーにお問い合わせください。

400時間使⽤ごとまたは毎年

（いずれか早い⽅）
最初の50時間の使⽤後定期点検のサービススケジュール

1 エンジンエアフィルターの交換 ￭ ●
2 エンジンオイルの交換 ● ●
3 エンジンオイルフィルターの交換 ● ●
4 油圧オイルの交換 ● ●
5 油圧オイルフィルターの交換 ● ●
6 油圧オイルタンクブリーザーを清掃または交換する ● ●
7 燃料フィルターの交換 - ●
8 燃料ラインを確認する ● ●
9 燃料タンクを清掃する - ●
10 バッテリーとそのケーブル、取り付け、状態、充

電容量を確認します ● ●

11 電気ケーブル、リレー、その他の電気部品の点検* ● ●

12 油圧ホース、継⼿、その他の油圧部品の点検 ● ●
13 油圧回路の圧⼒を測定する ● ●
14 可変容量ポンプの充填圧⼒を測定する* ● ●
15 パワーコントロールバルブの測定と調整 ● ●
16 伸縮ブームのスライドパッドを点検‧調整

し、必要に応じて交換してください* ● ●
17 駆動モーターの取り付けと動作を確認する* ● ●
18 エンジンの振動、騒⾳、全体的な性能をテストして

チェックします ￭ ●

19 安全フレーム、シート、シートベルト、ランプ、そ
の他の安全関連装置を点検する ￭ ●

20 油圧アタッチメントロックシステムの修理* ● ●
21 関節ジョイントのチェック ● ●
22 キャブエアフィルターの交換 ￭ ￭
23 サービスリマインダーをリセットする ● ●
● メンテナンス作業

￭ 必要な場合

* アスタリスクが付いているサービス操作は、専⾨のサービス技術者向けです。

。 . .
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エンジンのメンテナンスとサービスに関する追加情報は、エンジンの取扱説明書に記載されていま
す。ローダーの定期的なメンテナンスとサービスの⼀環として、エンジンの取扱説明書に記載され
ている追加のエンジン関連タスクを完了する必要があります。⼀部のエンジン関連タスクでは、正
しく実⾏するために特殊なツールや知識が必要になる場合があります。定期的なメンテナンスと
サービスについては、認定された Avant サービスにお問い合わせください。

このローダーの取扱説明書の仕様に適合する燃料とオイルのみを使⽤してください。エンジ
ンの取扱説明書に⽭盾する情報がある場合は、このローダーの取扱説明書に記載されている
情報に従う必要があります。

。 . .

。 . .

不適切な部品やサービスによる傷害の危険 - Avant が提供する純正スペアパーツのみを使⽤し
てください。不適切な部品を使⽤すると、ローダーの損傷や部品の早期摩耗により、重⼤な
⼈⾝事故につながる可能性があります。常に、このローダー モデル⽤に特別に設計され、こ
のモデルで使⽤することを意図した Avant 純正部品を使⽤してください。警告
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⽕災や爆発の危険があります - 燃料は慎重に取り扱ってください

- 燃料を補給する前に必ずエンジンを停⽌し、エンジンが

冷えるのを待ってください。

危険-換気の良い場所でのみ燃料を補給してください。

- 40 ページに記載されているディーゼル燃料のみを使⽤し

てください。

- 燃料タンクに燃料を⼊れすぎないでください。燃
料がこぼれないように、燃料タンクの⾸から少な
くとも 50 mm 下を空けてください。

- 給油の際には燃料をこぼさないようにしてくださ

い。⽕災の危険を避けるため、こぼれた燃料はすぐ

に拭き取ってください。

- 燃料を発⽕源から遠ざけてください。
給油中は喫煙しないでください。

⽇常および定期的なメンテナンス⼿順
-

1.燃料を追加する

ダッシュボードの燃料ゲージで燃料レベルを確認し、必要
に応じてタンクに燃料を補給します。より正確な値を取得
するには、ローダーを平らな地⾯に置く必要があります。
燃料タンクが空になる前に燃料を補給し、燃料タンクに⽔
が凝縮するのを防ぐためにタンクを満タンにしておくこと
をお勧めします。

40 ページに⽰されている基準に適合するディーゼル燃料を
補充してください。クリーンな燃料のみを使⽤し、ロー
ダーに燃料を補給するときは、燃料タンクに汚れや⽔が⼊
らないように注意してください。他の種類の燃料を使⽤す
ると、エンジンが排出ガス基準に適合しなくなります。

ステージ V および Tier 4 ローダー

Stage V または Tier 4 排出基準が適⽤される地域でロー
ダーを操作する場合は、ULSD 燃料のみを使⽤してくださ
い。 きれいな燃料のみを使⽤し、ローダーに燃料

を補給するときは、燃料タンクに汚れや⽔が
⼊らないように注意してください。キャップ
を開ける前に、燃料キャップとその周囲をき
れいにしてください。燃料は必ず指定の容器
に適切に保管してください。燃料に⽔が含ま
れていると、エンジン噴射システムに重⼤な
損傷を与える可能性があります。

クリーンな燃料のみを使⽤する

汚れたディーゼル燃料やディーゼル燃料と⽔の混合物は使⽤
しないでください。エンジンに重⼤な損傷を与える可能性が
あります。きれいな燃料は燃料インジェクターの詰まりを防
ぐのに役⽴ちます。

燃料がなくなった場合:

清潔な容器から推奨タイプのディーゼル燃料を追加しま
す。ローダーのイグニッション キーを ON の位置に切
り替えますが、始動はしないでください。始動する前
に、電動ポンプで数分間燃料を循環させます。

こぼれた燃料はすぐに拭き取ってください。適切な機器
を使⽤して燃料のこぼれを防いでください。

燃料は絶対に亜鉛メッキ容器（亜鉛でコーティングされた容
器）に保管しないでください。ディーゼル燃料と亜鉛メッキ
コーティングは化学的に反応し、剥がれ落ちてフィルターが
すぐに詰まったり、燃料ポンプやインジェクターが故障した
りします。

燃料が少なくなり、傾斜した地⾯でローダーを操作する
と、エンジンへの燃料の流れが⼀時的に中断され、ロー
ダーが停⽌することがあります。不均⼀な地⾯で停⽌しな
いように、燃料を補給してください。
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2. ⼀般的な状態を確認するローダ 3. ローダーを清掃する

- ḵᴻḈᴻᶍּז ᶇ ⾯ᶊ ᶫᵫᶉᵣᵪ ᵶᶅᵮᵿᵴ

ᵣᴳᶝᵾᴲ ⾯ׁ ⾯ᶊᶡ ᶫᶍ ᵫᶉᵣᵪ ᵶᶅᵮ

ᵿᵴᵣᴳ

- ᶫᶊ ᵣᵾ ᶎᴲḵᴻḈᴻᶝᵾᶎᵼᶍ

ᶱ ᶊ ᵶᶉᵣᶆᵮᵿᵴᵣᴳ ⽤ ᶊᵸᶘᶅᶍ

ᶫᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- ᵲᶍḦḓḭᶷḳᶊ ᵴᶫᶅᵣᶪᵼᶍ ᶍ⽇ ḩḻḎḒ

ḻḁ⼿ ᶱ ⾏ᵸᶪ ᶊᴲḵᴻḈᴻᶱ ᵸᶪ ᵫᵡ

ᶪᵪᶈᵥᵪᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳḵᴻḈᴻᵫ꜠ᶫᶅᵣᶪ

ᶇᴲ ᵶᵾ ᶣᵼᶍ ᶍ ᵫ⽬ᶊ⾒ᵧᶉᵣ ᵫ

ᵡᶩᶝᵸᴳ

- ᵸᶘᶅᶍ↨ ḁḎḋ᷀ᴻᵫ ᶍ∞ ᶊ ᶨᶫᶅᵩᶩᴲ

סּ ᶆᵡᶪᵲᶇᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- ↨ ḁḎḋ᷀ᴻᵫ ᶝᵾᶎ ᵶᶅᵣᶪ ᶎᴲ

ḵᴻḈᴻᶱ ᶊ ᵶᶉᵣᶆᵮᵿᵴᵣᴳḵᴻḈᴻ

ᶱ ⽤ᵸᶪ ᶊᴲ ᶝᵾᶎ ᵶᵾ↨ ḁḎḋ

᷀ᴻᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- ↨ ḝḴᴻḨᴲ᷿ᴻḐḡḳḐᴲḱḻḟᴲᵼᶍ ᶍ↨

ᶍ ᶱ ᵶᶝᵸᴳ

- ↨ ḝḴᴻḨְֺᴁ״׳ᴂְּᶇ שׁ ᴂְּᶱ״׳נְֺ

ᶩ ᵰᶪ ᵫᵡᶩᶝᵸᴳ↨ ᶊᶎ⽬ᶊ⾒ᵧᶪ

ᶣ ᵫᵡᶂᶅᶎᶉᶩᶝᵺᶲᴳ ᵫ ⽣ᵶᵾ

ᶨᴲ ᵹ ᵶᵣᶡᶍᶊ ᵸᶪ ᵫᵡᶩᶝᵸᴳ

- ᵸᶘᶅᶍ ᶇ ᵫ ᵶᴲ ᶆᵡᶪᵲ

ᶇᶱ ᵸᶪ

- ḲḘᴻḁḞ᷾ᴻ֩ ᶩ ᵰᶨᶫᶅᵣᶪ ֪ᶍ ᶱ

ᵶᶝᵸᴳ

- ⾦ ᶊ ᵫᶉᵣᵪ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- ⾦ ᵫ ᴲ ᵫᶂᶅᵣᶪᴲᶑᶈᵮ ⾷ᵶᶅᵣ

ᶪᴲᶝᵾᶎ ᵶᶅᵣᶪ ᶎᴲḵᴻḈᴻᶱ ⽤ᵶᶉ

ᵣᶆᵮᵿᵴᵣᴳְ ᶊꞌᵷᶅᴲכᴪᴑᴢᴨְ᷊ᴻḛḁᶊ

ᵶᶅ ᶱ∟ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- ḵᴻḈᴻᶱ ᵶᵾ ᴲḵᴻḈᴻᶍ ᶱ ᵶᶅ
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ローダーの清潔さは、外観だけの問題ではありません。汚
れた機械はより⾼温で稼働し、エアクリーナーやラジエー
ターに汚れが溜まり、エンジンや油圧部品の耐⽤年数が短
くなる可能性があります。エンジンの過熱を防ぐために、
エンジン周辺を清潔に保ってください。

塗装⾯もその他の⾯も、定期的に清掃すると、より良い状
態を保つことができます。汚れた表⾯は、腐⾷を早める可
能性があります。

すべてのランプが清潔で機能していることを確認してください。

アクセスステップを清潔に保つ

アクセス ステップ、ローダーの床、ペダルは常に清潔に
保ってください。ステップや床のグリップ⾯が摩耗してい
る場合は、新しいものに交換してください。

A. ローダーの外側を清掃する
ローダーの外側の表⾯を⽔ホースと中性洗剤で清掃します。

⾼圧洗浄機を使⽤してローダーの外側の表⾯を洗浄するこ
ともできます。圧⼒洗浄機は低圧で使⽤し、外側の表⾯の
みを洗浄してください。損傷を避けるため、油圧部品、
ローダーのコントロール、電気部品、運転席、デカール、
ラジエーターにはスプレーしないでください。ローダーの
内部部品の洗浄には⾼圧洗浄機を使⽤しないでください。

また、油圧部品（ホース、シリンダー）、外部電気部品、
デカール、ラジエーターを慎重に洗浄してください。⾼圧
洗浄機は絶対に使⽤しないでください。

油圧クイックカップリングとオイルタンクカバーを布で拭
きます。

ローダーの前⾯にあるカバー パネルを取り外して、前⾯の
油圧モーター間のスペースも定期的に清掃してください。

ローダーの外側を清掃した後、すべての給脂箇所にグリースを
塗ります。

B. ローダーの内部を清掃する
適切な中性洗剤と洗浄⽤品を使⽤して、キャビンと内部を
清掃します。キャビンと運転席を清潔に保ち、ほこりへの
露出を減らします。
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C. エンジンルームを清掃する
D. クリーンな冷却システム

適切な冷却が不可⽋です。過熱を防ぐた
めに、スクリーン、冷却フィン、エンジ
ンのその他の外部表⾯を清掃してくださ
い。配線ハーネスや電気部品に⽔をかけ
ないでください。

ローダーには油圧オイル クーラーが装
備されており、ローダーの右側、ロー
ダーのコントロール部の近くにありま
す。ローダーを整備するたびに、圧縮空
気でオイル クーラー セルを必ず清掃し
てください。ローダーを埃っぽい環境で
使⽤している場合は、さらに頻繁に清掃
してください。

エンジンの冷却エリア、空気取り⼊れ⼝エリア、およびエンジ
ンの外部表⾯を点検し、清掃してください。エンジン上および
エンジンの周囲にほこり、⼲し草、その他の可燃性物質がある
と、⽕災の危険があります。

圧縮空気と⽔を使⽤してエンジン ルームを清掃します。常に、空気
取り⼊れ⼝やエア フィルターにスプレーをかけないようにしてくだ
さい。エンジンと油圧ポンプを布で丁寧に拭いてください。

エンジンルーム内に⾼圧洗浄機を絶対に吹き付けないで
ください。エンジンに⽔をかけないでください。

必要に応じて、ブラシまたはスポンジを使⽤して、リア フレームの広い表⾯

を清掃します。ラジエーターを⽔ホースで優しく洗い流します。損傷を避け

るため、ラジエーターをこすったりブラシで磨いたりしないでください。

ローダーの下部にあるサービスハッチ

ローダーには 2 つの冷却ファンがあります。ローダーの下には、リア フレームの清掃に役⽴つサービス
ハッチがあります。エンジン コンパートメントを清掃する
前に、2 本のボルトで固定されているサービス ハッチを取
り外し、リア フレームの汚れを除去します。清掃後は、
ローダーの内部コンポーネントを保護するために、カバー
プレートを再度取り付けます。

- 油圧オイルクーラーはフロントフレームの右側にあります。

- エンジンルーム内のエンジンクーラー。

ローダーの信頼性の⾼い動作と⻑い耐⽤年数を確保するために、すべ
てのクーラーを清潔に保ってください。ローダーをほこりの多い環境
で操作する場合は、冷却ファンと表⾯を毎⽇清掃してください。

。。。。
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。

給脂ポイントは次の表に記載されています。
。

4.潤滑油にグリースを塗るポイント
参照 ポイント数

ジョイントの摩耗を防ぐために、ピ
ボット ポイントにグリースを塗ること
が不可⽋です。グリースが不⾜する
と、短期間で関節ジョイントとブーム 
ピボットに重⼤な損傷が発⽣する可能
性があります。

1. 関節ジョイント
2ローダーの左側

2.
2

ステアリングシリンダー
ステアリングシリンダーの両端、
関節ジョイント付近

次の表と写真はグリースニップルの
位置を⽰しています。各作業シフト
の前に潤滑ポイントを確認してくだ
さい。

3.
2ブームピボットピン

ブームピボットの両端

4. リフトシリンダー 2
すべてのジョイントが潤滑され、清潔であることを確認し
てください。適切な潤滑間隔は、動作条件によって⼤きく
異なります。少なくとも 10 時間の使⽤ごとに潤滑の必要
性を確認する必要があります。ジョイントが汚れている場
合は、グリースを補充してください。ジョイントの適切な
潤滑を確保する必要があります。潤滑が不⾜すると、ジョ
イントが急速に摩耗します。

5.
2

レベリングシリンダー
装着されている場合。フロントカバーの下端
にアクセス可能。

6.
2

伸縮ブーム
ブームが完全に収縮したらグリースを
塗布する

汎⽤機械グリースを使⽤してください。グリース ニップルに
グリースを塗布するにはグリース ガンが必要です。すべての
潤滑ニップルは標準の R1/8 インチ ニップルです。損傷した
ニップルは交換してください。

7. チルトシリンダー 2

8. 5
アタッチメントカップリングプレート
ピボットピンと傾斜機構グリースを塗る前にニップルの端をきれいにし、少量ずつ

グリースを塗ってください。新しい潤滑剤がジョイントか
ら汚れを押し出します。余分なグリースは布で拭き取って
ください。

A. 関節ジョイントとステアリングシリンダー

伸縮ブームが完全に収縮したら、伸縮ブーム（4）の潤
滑点にグリースを補充します。
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。

B. フロントフレームと伸縮ブーム
5. ブーム、ピボットピン、

他の⾦属構造物を視覚的に
ローダーの構造を⽬視で確認してください。⽬に⾒える損傷、曲
がり、破裂、ひび割れ、または座屈の兆候がある場合は、ロー
ダーを使⽤しないでください。

- すべてのピボット ピンは良好な状態であり、所定の位置に固定されて

いる必要があります。

ピボット ピンが摩耗していないこと、およびジョイントに過
度のたるみがないことを確認してください。摩耗したピンは
ジョイントの摩耗と故障につながるため、わずかなたるみの
みが許容されます。

C. シリンダーとカップリングプレート - 伸縮ブームには、使⽤中に摩耗するスライド パッドが
付いています。ブームの伸縮内側部分は、⼿動で操作
するときに⼤きく動かないようにしてください。スラ
イド パッドを調整または交換する必要がある場合は、
138 ページを参照してください。

- ステアリング シリンダー、そのピボット ピン、油圧フィッ
ティング、およびシリンダーをフロント フレームとリア フ
レームに接続するブラケットを確認します。

-

荷物が落下する危険があります - すべて

のピボットピンを確認してください。す

べてのピボット ピンの固定ネジの締め具

合を確認します。また、ブームとフロン

ト フレームを接続するピボット ピンも確

認します。緩んでいるピンがある場合

は、ネジロック剤を使⽤して締めます。

警告

重傷を負う危険があります - ロー
ダーの鉄⾻構造が損傷した場合は、
ローダーの使⽤を中⽌し、Avant
サービスに連絡してください。修理
に不備があったり、修理⽅法や材料
が間違っていたりすると、危険な故
障を引き起こしたり、ローダーがさ
らに損傷したりする可能性がありま
す。

警告

123



サービスとメンテナンス アバント 523 528 530

。

安全構造が損傷または改造されると、元
の構造と同じようには保護されなくなり
ます。機械の ROPS 安全フレームまたは 
FOPS キャノピーが損傷した場合は、機械
を Avant サービスに持ち込んで点検する
必要があります。ROPS および FOPS を修
理することはできません。

ホイールナットの点検

トルクレンチを使⽤してホイールナットの締め付けを確認し
ます。ホイールナットは 225 - 275 Nm で締め付ける必要があ
ります。ホイールとナットは最初の数時間の使⽤で落ち着き
ますが、5 時間使⽤した後に締め付けを確認してください。

警告

最初の 5 時間の運転後にホイール ナットを
締めます。ホイール ナットの締め具合を定
期的に確認してください。

その他のボルト‧ナット

6. ボルト、ナット、継⼿ ローダーのボルトとナットは標準のメートル系タイプで
す。ボルトまたはナットの交換が必要な場合は、サイズ
とグレードが同⼀のものに同時に交換してください。

ボルト、ナット、油圧継⼿の締め付けを定期的に点検してくださ
い。⽬に⾒えるボルトと油圧継⼿は毎⽇⽬視で点検してくださ
い。定期的なメンテナンスの⼀環として、ボルトと継⼿をさらに
徹底的に点検してください。ボルト、ピボット ピン、油圧継⼿が
緩んでいたり、損傷していたり  、⽋落していたり  する場合は、
ローダーを始動しないでください。

ローダーのほとんどのボルトとナットはメートル法グレード 8.8 
です。ボルト、ナット、ワッシャーの詳細については、スペア
パーツ カタログを参照してください。適切な留め具が不明な場合
は、Avant サービスにお問い合わせください。

- リア フレーム エクステンションをリア フレームに接続するボル
トを確認します。これらのボルトは 227 Nm で締め付ける必要が
あります。これらのボルトはグレード 10.9 である必要がありま
す。

ピボットピンを確認する

ピボット ピンと、ピボット ピンを固定する固定ネジの
締め具合を確認します。

- 駆動モーターの固定を確認してください。詳細については、
139 ページを参照してください。- 関節フレームを接続するピン

- ステアリングシリンダーを接続するピン

- ブームをフロントフレームに接続するピン

- ブームとそのシリンダーのすべてのピン

これらのボルトは、最初の 50 時間の使⽤後、その後は 
400 時間ごとまたは 1 年ごとに (いずれか早い⽅) 点検す
る必要があります。

ピボット ピン ロック ボルトが緩んでいる場合は、ねじ
ロック剤を塗布してボルトを締めます。

油圧継⼿を確認する

ローダーブームから⾒えるホースと継⼿を確認します。ホー
スを⼿動で押したり引いたりして、継⼿が緩んでいないか確
認します。

-

荷物が落下する危険があります - すべて

のピボットピンを確認してください。す

べてのピボット ピンの固定ネジの締め具

合を確認します。また、ブームとフロン

ト フレームを接続するピボット ピンも確

認します。緩んでいるピンがある場合

は、ネジロック剤を使⽤して締めます。

油圧継⼿を締めすぎないでください。油圧継⼿は、漏れ
や接続の緩みの兆候がある場合にのみ締めてください。
油圧継⼿を不必要に締めると、損傷する可能性がありま
す。

警告

交換⽤のホースと継⼿が元のホースの定格と仕様を満た
し、ローダーの継⼿と互換性があることを確認してくだ
さい。ホースまたは継⼿を交換する必要がある場合は、
Avant サービスにご連絡ください。

駆動モーターの油圧継⼿と駆動システムのホース

駆動システムの油圧継⼿には、継⼿が正しく締め付けら
れると⻩⾊のマーカーが完全に⾒える可視マーカーが装
備されています。ホースまたは継⼿を交換する必要があ
る場合は、互換性のある継⼿が装備されているホースの
みを使⽤してください。
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10. キャブエアフィルターの点検
9. 油圧オイルレベルを確認する

ローダーに密閉式キャビンが装備されている場合

交換可能なキャブ エア フィルターは、キャブの外側、
左側のドアの下から交換できます。ローダーを埃っぽい
環境で操作する場合は、カートリッジをより頻繁に
チェックして交換する必要があります。

フィルターのハウジングを清掃し、ほこりや汚れが空気ダ
クトに⼊らないようにします。

エア フィルターがしっかりとフィットし、ケースとしっか
り密閉されていることを確認します。フィルターの後にダ
クトにほこりが⼊り込んだ形跡がある場合は、エア ダクト
を清掃し、新しいフィルターを取り付けて、ケースとしっ
かり密着していることを確認する必要があります。

フィラー キャップのオイルレベル ゲージで油圧オイルのレベルを確認しま
す。フィラーにアクセスするには、フロント パネルを取り外します。ロー
ダー ブームを完全に下げた状態にしておきます。

特に、アタッチメントの油圧システムが満たされるとローダーから
油圧オイルが排出される新しいアタッチメントを使⽤した後は、油
圧オイルのレベルを確認してください。また、油圧オイルの漏れに
気付いたかどうかも確認してください。

ローダーブームが上がっているとき、オイルレベルはおおよそオイルレベル
ゲージ（1）の下側のマークにあるはずです。

測定のためにオイルレベルゲージをねじ⼭に沿って締め付けます。必要に応
じて補充しますが、上限マーク (2) を超えないようにしてください。上限
マークを超えると、ブームを下げたときにオイルが溢れる原因になります。
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3.フィルター要素が⾒え
るようになりました
スロットの内側。

4.フィルター エレメントを所定の位置から少し外
側に動かし、引き離します。

5.フィルターエレメントを清掃または交換してください。

粉塵にさらされると重篤な病気にかか

るリスクがあります - キャブのエア

フィルターが取り外されている場合

は、ローダーを絶対に使⽤しないでく

ださい。ほこりへの曝露を減らすため

に、キャブのエアフィルターが正しく

取り付けられていることを確認してく

ださい。ほこりの多い環境では呼吸マ

スクの使⽤を検討してください。

危険
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アバント 528 & アバント 530

エンジンにオイルを⼊れすぎないでください。

重⼤なエンジン損傷を引き起こす可能性があり

ます。また、オイルを⼊れすぎると、排気ガス

がひどくなり、排気煙が濃くなることもありま

す。⼊れすぎた場合は、エンジンからオイルを

少し抜いてください。

。

エンジン関連の検査と定期メンテナンス
Avant 523/528/530 ローダーには、クボタ ディーゼル エン
ジンが搭載されています。エンジンのサービスおよびメン
テナンスの⼿順については、ローダーに付属のクボタ オペ
レーター マニュアルを参照してください。

この取扱説明書とエンジンの取扱説明書に⽭盾がある場
合は、この取扱説明書の指⽰に従ってください。

認定された Avant サービス パートナーがエンジンの必
要なサービス操作を実⾏します。

11. エンジンオイルレベルを確認する
ディップスティックでエンジンオイルのレベルを確認します。ディッ
プスティックで正しい結果を得るには:

オイル レベルを⻑期間にわたって監視します。燃料がエン
ジン オイルに混ざると、エンジン オイル レベルが上昇す
ることがあります。これは通常、エンジンが動作温度に達
しない状態での頻繁な短時間の運転によって発⽣します
が、エンジンの故障の兆候である可能性もあります。

1.ローダーを平らな場所に駐⾞する

2.オイルレベルを確認する前に、エンジンが冷えてオイ

ルレベルが落ち着くのを待ちます。

3.正しい値を読み取るには、ディップスティックを

エンジンオイルの量が増えていることに気づいたら、エ
ンジンオイルの⼀部だけを抜くのではなく、オイル全体
を交換してください。

12. エンジン冷却⽔レベルを確認する
エンジンが熱いときは、絶対にリザーバータンクを開けないでく
ださい。必ずエンジンが冷えた状態で冷却⽔のレベルを確認して
ください。冷却⽔のレベルは透明なリザーバーを通して⾒ること
ができます。

⾼温の冷却剤による⽕傷の危険
- 熱いラジエーターやリザーバーを絶対に開けな

いでください。絶対に開けないでください

エンジンが温かい間は加圧冷却システムを

開けてください。⾼温の冷却液が噴き出し

て重度の⽕傷を引き起こす可能性がありま

す。開ける前にエンジンが完全に冷めるの

を待ってください。

最後まで押し込んでください。

エンジン オイルのレベルがレベル ゲージのマーカーの間にない場
合は、適切な種類のモーター オイルを少量エンジンに補充してく
ださい。ローダー モデルに承認されている⾼品質のエンジン オイ
ルのみを使⽤してください。オイルの詳細については、39 ページ
を参照してください。

オイルを追加した後、しばらくオイルレベルが落ち着くのを待ってか
ら、再度レベルを確認してください。エンジンにオイルを追加しすぎ
ると、エンジンが損傷する恐れがあります。

ディップスティックと給油⼝:
オイルレベルゲージ（1）とオイル注⼊⼝（2）はエンジンモ
ジュールの上部からアクセスできます。

アバント523
警告

ラジエーターやリザーバーを開けず
に、別の冷却液リザーバーをチェッ
クして冷却液のレベルを確認しま
す。ラジエーターのキャップを開け
ずに、冷却液リザーバーに冷却液を
補充します。
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アバント 528 & アバント 530

冷却液リザーバーはエンジン室の後ろにあります。ラジ
エーター⾃体にはキャップはありません。

アバント523

エンジンルームの前部、エンジン左側にある冷却⽔リ
ザーバー（1）内の冷却⽔レベルを確認します。

冷却⽔レベル（2）は透明なリザーバーを通して⾒ること
ができます。エンジンが冷えていて作動していないと
き、冷却⽔レベルはリザーバーの最⼩マーカーと最⼤
マーカーの間にある必要があります。

必ずエンジンが冷えているときに冷却⽔のレベルを確認してください。

エンジンの冷却システムでは加圧リザーバータンクを使
⽤します。冷却液レベルはリザーバーの最⼩マーカーと
最⼤マーカーの間にある必要があります。

必要に応じて、エンジン内部の腐⾷を防ぐために、グリコール不
凍液ときれいな⽔の 50% 混合液を追加してください。異なる種類
の冷却剤を混ぜると化学反応を起こす可能性があるため、混ぜな
いでください。冷却剤を頻繁に追加する必要がある場合は、エン
ジンに漏れやその他の損傷がある可能性があります。Avant サー
ビスに連絡してください。

別個のリザーバー（1）内の冷却⽔レベルのみを確認してください。冷
却⽔レベルの確認や冷却⽔の補充のために冷却⽔フィラーキャップ
（3）を開けないでください。

冷却液の不凍特性を毎年確認してください。冷却液の耐
腐⾷性は時間の経過とともに低下するため、2 年ごとに
エンジン冷却液を交換してください。

13. ウォーターセパレーターを確認する

燃料に⽔分が含まれていると、エンジンの噴射システムに重
⼤な損傷を与える可能性があります。ディーゼル燃料の保管
が認められている容器に保管されているクリーンな燃料のみ
を常に使⽤してください。⽔分分離器だけでは、汚染された
燃料から⽔分をすべて除去できない場合があります。

129



サービスとメンテナンス アバント 523 528 530

アバント523

ウォーターセパレーターは、下の写真に⽰すように、エ
ンジン コンパートメントの左側にあります。

⽔分離器から⽔を排出する
カップ内に⽔が溜まっている場合は、カップを固定している
⾦属リングを緩めてカップを取り外し、⽔を排出してくださ
い。⽔を集めて廃油として処分してください。カップを取り
付けて、カップの固定リングを締めてください。

14. エンジンエアフィルターエレメントの点検
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摩耗または損傷したエア フィルターは必ず交換してください。エ
ア フィルターを頻繁に清掃する必要がある場合は、通常のメンテ
ナンス スケジュールに記載されているよりも頻繁に交換する必要
があります。

ウォーターセパレーターの排⽔が必要かどうかを確認する

ウォーターセパレーターの半透明カップを確認してくださ
い。ウォーターセパレーターに⽔が溜まると、⾚いインジ
ケーターが浮き始め、カップの底から上がります。カップ
が空の場合、⾚いリングはカップの底に残ります。

圧縮空気でエアフィルターエレメン
トを清掃しないでください。エア
フィルターは簡単に損傷し、ほこり
の粒⼦がエンジンに⼊り込んで摩耗
の原因になります。
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エンジンの摩耗や損傷を防ぐため、正しいエア 

フィルター カートリッジが装着され、正しく

取り付けられていない状態でローダーを操作し

ないでください。

4.バッテリーとその周囲を丁寧に清掃してくださ
い。また、バッテリーの下側と周囲の汚れも定
期的に取り除いてください。

アバント523

内部のエアフィルターエレメ
ントは取り外さないでくださ
い。これは、運転中にエンジ
ン内にゴミが⼊らないように
するためのものです。
エアフィルターエレメン
トの交換。

内部のエア フィルター エレメントに汚れや損傷が⾒られる場合、または

⾊が元の⻘⾊から変化している場合は、内部のエア フィルター エレメン

トを交換してください。また、メインのエア フィルターが損傷している

場合は、両⽅のエア フィルター エレメントを交換してください。

アバント 528 & アバント 53015. バッテリーと電気ケーブルの点検
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まず、バッテリー切断スイッチを使
⽤してバッテリーを切断（分離）し
ます。警告

バッテリーとその端⼦には鉛が含まれて
います。バッテリーを取り扱う前に、20 
ページのバッテリーの取り扱いに関する
安全上の注意事項を参照してください。

バッテリー、バッテリー切断スイッチ、およびその
ケーブルの状態と固定を確認してください。

バッテリーは密閉されており、メンテナンスフリーで
す。つまり、バッテリーの寿命中は⽔やバッテリー液の
補充は不要であり、また補充できません。バッテリーの
カバーを開けないでください。

1.バッテリー端⼦を定期的に点検し、清掃してくだ
さい。端⼦が腐⾷しているようであれば、腐⾷
を防ぐために清掃し、バッテリー端⼦専⽤のグ
リースまたはペーストを塗布してください。

2.バッテリーが正しく固定され、動かないように固
定されていることを確認してください。バッテ
リーが動くと、電気ケーブルが損傷し、ショー
トする可能性があります。

3.正しく固定できるように、正しいサイズと形状の
バッテリーを使⽤してください。容量定格だけ
でなく、元のバッテリーのすべての仕様を満た
すバッテリーのみを使⽤してください。
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⽕災の危険 - バッテリーが動かないよ
うに固定されていることを確認してく
ださい。移動中のバッテリーのケーブ
ルの絶縁体が損傷し、⽕災、ショー
ト、⽕花が発⽣する恐れがあります。
移動中のバッテリーは、バッテリー極
とローダーのフレームが接触して
ショートする可能性もあります。バッ
テリーは動きによって損傷する場合が
あります。バッテリーがベース フラン
ジからしっかりと固定されていること
を常に確認してください。バッテリー
とその周辺を清潔に保ち、汚れやその
他の物質がバッテリーを損傷しないよ
うにします。

警告

ローダーの電気ケーブルを確認する

その他の電気ケーブルとその配線および固定を確認してく
ださい。電気ケーブルまたはコンポーネントに損傷の兆候
が⾒られる場合は、ローダーの使⽤を中⽌し、バッテリー
を外してください。ローダーの使⽤を続ける前に、ケーブ
ルと絶縁体を交換してください。

1.エンジン ルーム内のケーブルが鋭利な⾓に擦れて
いないことを確認してください。必要に応じ
て、ケーブルの配線と固定を修正してくださ
い。損傷したケーブルは交換してください。

2.ケーブルがローダーの関節ジョイントにどのよう
に配線されているかを確認します。ケーブルは
油圧ホースの間に挟まれてはならず、またケー
ブルがローダーの他の部品に擦れてもいけませ
ん。

3.ケーブルに⽼朽化や摩耗の兆候がないか確認してく
ださい。ケーブルまたはその絶縁体が損傷、摩
耗、または脆くなっている場合、ショートや⽕災
の危険性が⾼まります。

4.バッテリー切断スイッチとそのケーブルの状態と
固定を確認してください。バッテリー切断ス
イッチがオフの位置にあるときに、イグニッ
ション キーを回して切断スイッチをテストしま
す。切断スイッチが損傷している場合は、すぐ
にバッテリー ケーブルを外してスイッチを交換
してください。
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。

。

ローダー始動後の点検
。

。

16. ブームの動きをテストする 17. 運転制御とステアリングのテスト
- アタッチメントなしで使⽤する場合、ブームはあらゆる

極端な位置までスムーズに動く必要があります。
- ペダルとステアリングの操作を確認します。ペダルは⾃由に

動き、引っかかったり硬くなったりしてはなりません。

- ブームの伸縮機能が負荷によって固まり始めた場合
は、ブーム上部の潤滑ポイントにグリースを補充し
てください。グリースを内側のブームに直接塗布し
ないでください。汚れが付着して摩耗の原因になり
ます。ブームを完全に伸ばし、内側のブームに
PTFE 潤滑剤をスプレーしてください。

- ドライブペダルを踏んでいないときにローダーが停⽌するこ
とを確認してください。ブレーキ性能が低下したり、ロー
ダーがクリープする場合は、ローダーを使⽤しないでくださ
い。

- ローダーが温まるまで待ってから、ステアリングをチェックして
ください。エンジンが作動しているときは、ステアリング ホイー
ルを簡単に回すことができます。エンジンがオフのときは、ステ
アリングは機能しますが、より多くの⼒が必要です。ステアリン
グへの油圧の流れが中断された場合にローダーを回転させること
ができるように、バックアップ ステアリングが組み込まれていま
す。

- 摩耗パッドが摩耗している場合は、ブームセクション間
の遊びが⼤きすぎる可能性があります。 遊びが顕著な場
合は、ブームのスライドパッドを調整するか、交換して
ください。

- アタッチメントが取り付けられている場合は、ブーム
が通常の動作範囲内でスムーズに動くことを確認しま
す。

ペダルのトラブル、ローダーの停⽌、クリープ、または通常ステ
アリングやバックアップステアリングのトラブルに気付いた場合
は、パーキングブレーキをオンにし、ローダーを停⽌し、ロー
ダーのメンテナンスを⾏ってから使⽤を続⾏してください。

油圧ホースや電気ケーブルはブームのどの位置でも
挟まれたり伸びたりしてはいけません。

衝突の危険 - アタッチメントをロー

ダーに接触する可能性のある位置に移

動しないでください。 ブームを動かし

たり、極端な位置まで傾けたりすると

きに、⼀部のアタッチメントがロー

ダーの前輪、ブーム、または構造物に

接触する可能性があります。アタッチ

メントは、本来の⽤途にのみ使⽤して

ください。

18. パーキングブレーキをテストする

パーキングブレーキを定期的にテストしてください。

注意 1.ローダーが作動しているときは、
　　　　　　　パーキングブレーキをオンにします。

2.ドライブ速度モードを低速に切り替えます。

3.ドライブペダルを踏みます。パーキングブレーキがオンの
ときはローダーが動かないようにしてください。

4.エンジン回転数を上げて、前後両⽅向の
　　　　　　　　　パーキングブレーキをテストします。

ドライブペダルを踏んだときにローダーが動く場合は、
ローダーの使⽤を中⽌してください。ローダーを使⽤する
前にブレーキを整備してください。
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。。

4. 油圧オイルの交換
油圧オイルを交換するときは、吸引ポンプを使⽤するか、
または前部フレームの右側、関節ジョイントの隣にあるド
レンプラグを開いてオイルを抜き取ることができます。ど
ちらの場合も、磁気ドレンプラグを清掃することが重要で
す。油圧オイルタンクの容量は 36 l です。

油圧オイルの種類

常に、潤滑添加剤を加えた、適切な種類の清潔で⾼品質
の油圧オイルを使⽤してください。推奨されるオイルの
種類は次のとおりです。

- ISO VG-46認証ミネラルオイル

- モービルSHC™油圧EAL⽣分解性鉱物油ベースの油
圧オイル

⼯場で追加されたオイルの情報については、ローダーのラ
ベルを確認してください。

周囲温度が⾼い場合は、より粘度の⾼いオイルが必要になる場合があ
ります。Avant ディーラーまたは認定サービスにお問い合わせくださ
い。

氷点下の温度では、粘度指数が広く、低温でも使⽤でき
る⾼品質のオイルを使⽤してください。適切なタイプの
オイルを使⽤すると、低温始動が容易になり、低温での
ローダーのパフォーマンスが向上します。

-

定期サービス
これらのメンテナンスおよびサービス⼿順には、特殊な機
器、ツール、またはスキルが必要になる場合があります。
これらは、専⾨のサービス技術者のみに推奨されます。

定期サービスには、このオペレータ マニュアルのこのセク
ションに記載されているサービス タスクに加えて、このオ
ペレータ マニュアルに⽰されているすべてのメンテナンス 
タスクが含まれます。

最寄りの Avant サービスを探すには、Avant ディーラーに
お問い合わせください。

1. エンジンエアフィルターの交換
エンジン エア フィルターは少なくとも年に 1 回は交換してください。
ローダーを埃っぽい環境で操作し、フィルターを頻繁に清掃する必要
がある場合は、フィルターをより頻繁に交換してください。フィル
ターを交換するには、130 ページの⼿順に従ってください。

2. エンジンオイルを交換する

エンジンが暖かい間にオイルを交換してください。エンジ
ン オイルは吸引ポンプで取り除くか、エンジンの底にある
排出プラグを開いて適切な容器に排出することができま
す。

正しい種類のオイルのみを補充してください。エンジン オイルの種類
と量については、この操作マニュアルを参照してください。オイルを
過剰に補充した場合はエンジンを始動しないでください。始動前に余
分なオイルを取り除いてください。

3. エンジンオイルフィルターを交換する

エンジンオイルフィルター（1）はエンジンの右側にありま
す。フィルターにアクセスするには、右後部カバーを取り外
します。

合成油の使⽤、または上記以外の種類
のバイオ油圧流体の使⽤は、油圧部品
の早期摩耗や損傷を引き起こす可能性
があるため、許可されていません。間
違った種類の油圧油を使⽤すると、保
証が無効になります。

植物由来のバイオオイルは絶対に使⽤し
ないでください。上記に⽰されたバイオ
オイルタイプのみが使⽤が承認されてい
ます。これにより、油圧システムの耐摩
耗性と性能が確保されます。油圧オイル
回路をフラッシュせずに追加できるの
は、このオイルのみです。廃バイオオイ
ルは通常の廃油と同様に処理してくださ
い。オイルを環境に放置しないでくださ
い。油圧オイルは必ず現地の規制に従っ
て処分してください。
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5. 油圧オイルフィルターを交換する 7. 燃料フィルターを交換する

油圧オイルリターンフィルター: 厳しい動作環境の場合、または燃料キャニスターから頻
繁に燃料を補給する場合は、推奨されるサービス間隔よ
りも頻繁に燃料フィルターを交換する必要があります。- 油圧タンクの上部、フロントカバーの下にあります。カ

バーを取り外し、オイル フィルター カートリッジを交換
します。

燃料ラインはプレフィルター（1）を介してメインフィル
ター（2）に接続されています。燃料プレフィルターは、
エンジンの左側、燃料タンクの近くにあります。

整備はエンジンが冷えているときにのみ⾏ってください。燃料フィル
ターは燃料がこぼれないように注意して交換してください。整備中は
すべての部品を清潔に保ってください。こぼれた燃料はすべて徹底的
に拭き取ってください。燃料ホースの状態を確認し、損傷または緩ん
だホースクランプがあれば交換してください。

プレフィルター（1）は燃料タンクの後ろにあります。フィルター
にアクセスするには、まず燃料タンクを取り外します。タンクの
ブラケットを外し、タンクを上に持ち上げます。メイン燃料フィ
ルター（2）がタンクの上部に⾒えます。

アバント523

油圧オイル圧⼒フィルター:

- 油圧オイル圧⼒フィルタ（1）は油圧ポンプアセンブ
リの上部にあります。圧⼒フィルタはフィルタフット
を通してボルト（2）で固定されています。

新しいフィルターを取り付ける前に、シール部分を新しい

オイルで磨いてください。

アバント 528 & アバント 530

燃料フィルターを交換した後は、
。 . .

ローダーのイグニッションキーをオンの位置に切り替え
ますが、始動はしません。始動する前に、電動燃料ポン
プが数分間燃料を循環するのを待ちます。

6. 作動油タンクブリーザの清掃または交換

ディップスティック キャップの内側にはブリーザー フィルターがあ

り、1 年に 1 回清掃または交換する必要があります。ブリーザー フィ

ルターの製品コードは A429562 です。
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バッテリーの性能

バッテリーの性能が低下した場合は、専⽤のサービス ツール
を使⽤してバッテリーの性能をテストしてください。バッテ
リーの電圧の読み取りだけでは、バッテリーの状態を正確に
把握することはできません。バッテリーの性能を確認するに
は適切なテスト ツールが必要です。Avant サービスにお問い
合わせください。

必要に応じて、元のバッテリーと同じタイプとサイズの
バッテリーと交換してください。バッテリーが正しく固定
されていること、バッテリー ケーブルが良好な状態である
ことを確認してください。また、使⽤中に損傷しないよう
にケーブルが配線され固定されていることを確認してくだ
さい。

バッテリーは密閉されており、メンテナンスフリーで
す。つまり、バッテリーの寿命中は⽔やバッテリー液の
補充は不要であり、また補充できません。バッテリーの
カバーを開けないでください。

電池のタイプ：

バッテリーを交換する必要がある場合は、必ず正しいタイ
プのバッテリーと交換してください。間違ったタイプの
バッテリーを使⽤すると、⽕災、爆発、バッテリー液の放
出の危険があります。バッテリーは元のバッテリーの仕様
を満たしている必要があります。

9. 燃料タンクを清掃する

部品番号:

タイプ：

サイズ：

64844

12 V、DIN 575-12 >540A 60 Ah

⻑さ=242mm ⾼さ=175mm 幅=175mm

ᶎ ᶊ ᶊ ᶩ⅛ᶂᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

⽤ ᶞᶍ ᶎ ᵹḲ᷊ᶹ᷄ḳᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

11. 電気ケーブル、リレー、その他電気部品

131 ページに⽰されているように、その他の電気ケーブルとそ
の配線および固定を確認してください。電気ケーブルまたは
コンポーネントに損傷の兆候が⾒られる場合は、ローダーの
使⽤を中⽌し、バッテリーを外してください。ローダーの使
⽤を続ける前に、ケーブルと絶縁体を交換してください。

燃料タンクは毎年排⽔して清掃してください。燃料容器を使
⽤してローダーに頻繁に燃料を補給する場合は、燃料タンク
をより頻繁に清掃する必要があるかもしれません。

無駄を最⼩限に抑えるには、燃料タンクを清掃したり、
ローダーを年次点検に出す前に、燃料タンクがほぼ空にな
るまでローダーを運転してください。燃料タンクを清掃す
るには、ローダーから燃料タンクを取り外し、少量の新し
い燃料を追加して燃料タンクをフラッシュし、タンクを
振って、最後にタンクから燃料を廃棄燃料容器に排出しま
す。これを数回繰り返します。

使⽤済み燃料は、使⽤済み燃料を適切に処分できる適切
なリサイクルおよび廃棄ステーションに持ち込んでくだ
さい。燃料やオイルを環境や下⽔溝に流さないでくださ
い。

10. バッテリーとそのケーブル、取り付け、状態、充電

容量を点検する。 フロント フレームの右側にある油圧オイル クーラーの近くにある
リレー、ケーブル、ヒューズ ボックスを確認します。すべてのコ
ネクタが完全に所定の位置に収まっていることを確認します。す
べてのケーブルと個々の導体に損傷の兆候がないか確認します。

131 ページに⽰すように、バッテリーとその電気ケーブ
ルの清潔さ、固定、状態を確認してください。
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12. 油圧ホース、継⼿、その他の油圧部品
マルチコネクタからの圧⼒測定

補助油圧の圧⼒を測定するには、圧⼒計アダプタ 
A422475 を使⽤することをお勧めします。

油圧ホースの位置と経路を確認してください。油圧ホー
スの外層が損傷して内層が⾒える状態になってはなりま
せん。損傷の兆候が⾒られるホースは交換してくださ
い。

ホースを⼿動で動かし、ホースの継⼿が緩んでいないか
確認します。油圧継⼿に漏れの兆候がないか確認しま
す。

油圧ホースは時間の経過とともに劣化します。⽇光にさらさ
れるとホースの劣化が早まることがあります。ホースを曲げ
たときに表⾯にひび割れがあるホースは交換してください。

13.油圧の圧⼒を測定する回路
。

制御弁のレイアウト
マルチコネクタ圧⼒ゲージアダプタを使⽤して、ブーム
と補助油圧の油圧を毎年測定します。

ブームおよび補助油圧圧⼒リリーフバルブ（1）は、コン
トロールバルブアセンブリ内にあります。

Avant サービスでは、低圧または駆動性能の低下が疑わ
れる場合にのみ、油圧駆動システムの圧⼒を測定しま
す。油圧駆動圧⼒測定⼿順には、他の駆動ポンプ設定の
チェックも含まれます。このため、油圧駆動システムと
その可変速ポンプに関連するすべての測定と調整は、
Avant サービスによって実⾏する必要があります。

油圧の調整は、資格のあるサービス技術者のみが⾏うこ
とができます。油圧を調整する必要がある場合は、必ず 
Avant サービスに連絡してください。各油圧回路の指定
圧⼒を超えないようにしてください。調整を誤ると、
ローダーの油圧部品やローダーの⾦属構造に重⼤な損傷
を与える可能性があります。また、アタッチメントが損
傷する可能性もあります。

指定された設定よりも⾼いレベルに
圧⼒を調整しないでください。油圧
システムは、指定された圧⼒レベル
で作動するように設計されていま
す。他の設定は、油圧ポンプを損傷
し、コントロールの応答を変更し、
ローダーの耐⽤年数を短縮する可能
性があります。保証は、誤った圧⼒
設定によって引き起こされた損傷に
は適⽤されません。圧⼒リリーフ バ
ルブから改ざん防⽌シールを決して
取り外さないでください。改ざんの
兆候があると保証は無効になりま
す。

油圧オイル注⼊の危険性
- 油圧システムの取り扱いを誤った
り、不適切な⼯具を使⽤すると、油
圧オイルが漏れる場合があります。
圧⼒の確認や調整は、有能で経験豊
富な技術者のみが⾏うことをお勧め
します。サポートが必要な場合は、
Avant ディーラーにお問い合わせく
ださい。

警告
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ドライブ圧⼒チェック 14. 充電量を測定して調整する
可変容量圧⼒ ポンプ駆動圧⼒はユーザーがチェックすることはできません。

駆動圧⼒は資格のあるサービス技術者のみがチェックす
る必要があります。ローダーの牽引⼒が低下したと思わ
れる場合は、最寄りの Avant サービスに連絡してくだ
さい。また、駆動システム関連のトラブルを調査する場
合は、パワー コントロール バルブ、油圧駆動モー
ター、駆動ポンプの供給圧⼒、およびブレーキ解除圧⼒
もチェックする必要があります。圧⼒設定が固定されて
いる圧⼒リリーフ カートリッジが 2 つあり、調整可能
な設定はありません。

駆動ポンプのハウジングに統合された油圧ポンプは、閉
ループ油圧駆動システムを通じてオイルを循環させま
す。このフラッシングは、駆動油圧と駆動モーターを冷
却するため重要です。チャージ ポンプの圧⼒と出⼒に
より、パーキング ブレーキも開いたままになります。
チャージ ポンプのテストには、特別な測定ツールとト
レーニングが必要です。最寄りの Avant サービスにお
問い合わせください。

15. 電⼒を測定し調整する制御弁

油圧の調整

油圧の調整は、資格のあるサービス技術者に任せる必要
があります。⼗分なトレーニングを受けており、⾃分で
調整できる設備とスキルがある場合は、次の点に注意し
てください。

1.圧⼒リリーフバルブの調整ネジは、⼀度に最⼤ 1/8 
回転ずつ少しずつ回してください。

油圧駆動ポンプのパワー コントロール バルブは、負荷
が急激に増加したときにローダーが失速するのを軽減す
ることで、ローダーの駆動性能を最適化します。バルブ
は油圧駆動の可変容量ポンプにあります。駆動ペダルを
踏んだときにローダーが簡単に失速したり、ローダーが
押す⼒を失ったりする場合は、最寄りの Avant サービ
ス パートナーに連絡してパワー コントロール バルブの
チェックと調整を依頼してください。ローダーの使⽤開
始後、油圧システムの部品が安定すると、システムの初
期設定が変わる場合があります。この操作を安全かつ正
確に完了するには、特別なツール、測定装置、およびト
レーニングが必要です。

16.伸縮ブームのスライドパッドを点検・調

整し、必要であれば交換すること。 

2.調整するたびに圧⼒を確認してください。

3.固定キャップナットを締め直した後、もう⼀度圧⼒を

確認してください。

4.圧⼒が指定値を超えないようにしてください。

伸縮ブームには、交換可能なスライドパッドが装備され
ています。スライドパッドは、伸縮機能の通常の使⽤中
に摩耗する部品です。スライドパッドはすべて交換可能
で、外側ブームのナイロンスライドパッドも調整可能で
す。摩耗を補正し、外側と内側の伸縮ブーム間の遊びを
調整するには、スライドパッドの調整または交換が必要
です。

推奨油圧設定を絶対に超えないでくだ
さい。油圧が⾼すぎると、ホースの破
裂や部品の故障により油圧オイルが噴
出する可能性があります。調整を誤る
と、油圧ポンプ、シリンダー、油圧
モーターが損傷または摩耗します。保
証は、油圧が⾼すぎることによる損傷
には適⽤されません。

危険

- 外側ブームの下端には、ブームの周囲からアクセス
できるナイロン スライド パッド 1 と 2 のペアがあ
ります。

- さらに、内側ブームの上端には、アルミニウム⻘銅
合⾦のスライド パッド 3 と 4 のペアがあります。
パッド 3 と 4 にアクセスするには、内側ブームを外
側ブームから分離する必要があります。これを⾏う
には、リフティング装置が必要です。内側ブームの
スライド パッドのチェックと交換は、専⾨のサー
ビスに任せることをお勧めします。
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ローダーのすべての安全関連機器を点検、テスト
し、必要に応じて清掃します。

オプション装備を確認する

ローダーに取り付けられているオプション機器の機能と
状態を確認します。

- Opticontrolの機能

- 滑り⽌めバルブの機能

- ブームフローティングの機能

- 逆ビープ⾳

- 道路の信号機。

ローダーにキャブが装備されている場合:

- フロントガラスの状態を確認してください。ひび割れや摩耗のあ
るフロントガラスは交換する必要があります。

- サイドウィンドウとドアの開⼝部を確認します。サイ
ドウィンドウのハッチピンをテストして、ウィンドウ
が完全に開くことを確認します。

- 緊急⽤窓⽤ハンマーとそのマークを確認してくださ
い。緊急時にハンマーが使⽤可能であることを確認
してください。

- ドアと窓がしっかりと閉まっているか、またガスケットが良
好な状態であるかどうかを確認してください。

- 換気ファンの動作を確認します。ファンは正常に動作
している必要があります。

- 内部パネルが損傷していないこと、またしっかりと取り
付けられていることを確認してください。パネルが緩ん
でいたり損傷していると、鋭利な⾓に接触する可能性が
あり、場合によってはローダーのコントロールの操作が
困難になることがあります。

20.油圧部品の修理
アタッチメントロック（オプション）

ローダーとそのアタッチメントの使⽤を開始する前に、ア
タッチメントが正しくロックされているかどうかを毎⽇確認
してください。両⽅のロック ピンは、アタッチメントのブラ
ケットの⽳を通って簡単に完全に下がる必要があります。

- ᴁ״׳ᴂְᵩᶧᶒְ״׳נᴂְ ᶊ⽬ᶊ⾒ᵧᶪ ᵫᶉᵣᵪ

ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳᴁ״׳ᴂְᶝᵾᶎְ״׳נᴂְᵫ ᵶᶅᵣᶪ ᶎᴲ

ᵶᵣᶡᶍᶇ ᵸᶪ ᵫᵡᶩᶝᵸᴳ

- ᷿ᴻḐᶍ ᶩ ᵰᴲ ᴲ ᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- ᷊ḁḢḻ᷿ḯḻ᷿ḁḎḨᵫ ᵶᴲ סּ ᶆᵡᶪᵲᶇᶱ

ᵶᶝᵸᴳ

- ᵸᶘᶅᶍ ᶱḎḁḐᵶᶝᵸᴳᵸᶘᶅᶍ᷿ᴻḐ ᵫ

ᵶᴲ ᵶᵾ ᶊḵḋ᷄ᵴᶫᶪᵲᶇᶱ ᵶᶝᵸᴳ

- ᶉ ⽤ ᶱ ⽤ᵶᶅ᷿ᴻḐᶍ ⾯ᶱ ᵶᶅᵮᵿ

ᵴᵣᴳ

- ᷿ᴻḐḡḳḐᶱ ᵶᴲḎḁḐᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- Ḙḋ᷄ḳᵫᵶᶂᵪᶩᶇ ᵴᶫᴲ ᶊ ᵺᶪᵲᶇᶱ

ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- ᷿ᴻḐḡḳḐᶍ ᵬ ᶩᶱḎḁḐᵶᶝᵸᴳḡḳḐᶎ ᶊ

ᵬ ᶨᶫᴲḡḳḐᶱ ᵮ╥ᶂ ᶪᶇᵸᵯᶊḵḋ᷄ᵴᶫ

ᶪ ᵫᵡᶩᶝᵸᴳ

- ᷿ᴻḐḡḳḐᶎ ᶂᵾ ᶇ ᶆ ᵣᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

- ᵸᶘᶅᶍḱḻḟᶇ ᶱḎḁḐᵶᶝᵸᴳḵᴻḈᴻᶊ

᷂ḋḐᵫ ᵴᶫᶅᵣᶪ ᶎᴲḠḋḑḱᶹḐᶍ∞

ᶮᵺᶱ ᵶᶝᵸᴳᵸᶘᶅᶍ ᶱ ᵶᶅ ᵶᶝᵸᴳ

- ḵᴻḈᴻᶍ ⾯ᶇᶷ᷄ḃḁְḁḎḋḟᶍ᷅Ḳḋḟ⾯ᶱ ᵶᶝ

ᵸᴳ ⾯ᶱ ᵶᴲ ᶊꞌᵷᶅ᷅Ḳḋḟ⾯ᶱ ᵶᶝᵸᴳ

- ḞᴻḨְ᷊ᴻḛḁְ᷊ḥᴻḐᶇḝḴᴻḨְḵḋ᷄ᵫ ᶍ∞ ᶊ

ᵴᶫᴲ ᶉḵḋ᷄ ᵫ ᶂᶅᵣᶪᵲᶇᶱ ᵶᶝᵸᴳ

- ḵᴻḈᴻᶊḲḘᴻḁḞ᷾ᴻᵫ ᶩ ᵰᶨᶫᶅᵣᶪ ᶎᴲᵼ

ᶍ ᶱḎḁḐᵶᶝᵸᴳ

ローダーのすべてのコントロールレバー、スイッチ、機器
を点検し、テストします。

ロックピンが完全に下がらない場合は、ローダーの使⽤を
中⽌し、クイックカップリングプレートの修理を⾏ってく
ださい。このマニュアルの他の箇所に記載されているチェックに加え

て、これらのチェックを実⾏してください。 クイック カップリング プレートの前⾯にあるカバー パネ
ルを取り外します。ロック ピンと油圧シリンダーおよびそ
のリンケージの周囲の空洞を清掃します。PTFE などのド
ライ潤滑剤を使⽤します。

- ブーム コントロール レバーを放すと中央の位置に
戻ることを確認します。レバーがしっかりしてい
て、機構に遊びがないことを確認します。

- 補助油圧制御レバーを放すと中央の位置に戻ること
を確認します。ロックプレートが正しく調整されて
いることを確認します。

- 伸縮ブームコントロールレバーを離すと中央位置に
戻るか確認する
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トラブルシューティング

以下に、⼀般的な問題の原因として考えられるものを挙げます。エンジンに関連するその他の原因については、エンジ
ンの取扱説明書を参照してください。機械の操作に問題がある場合は、両⽅のトラブルシューティング リストを確認
し、問題が解決しない場合は、最寄りのサービス ポイントにご連絡ください。

問題 考えられる原因 救済策
ᶽḻḀḻᶱ ᵸᶪ ᶊᴲ◖ ᶎ◖ ᶊ ᶂᶅᵣᶪ ᵫᵡᶩᶝᵸᴳְ״ᴃְ׳ḁ

ᶹḋḉᶎְְננ׳ᶍ∞ ᶊᵸᶪ ᵫᵡᶩᶝᵸᴳ
ḑḱᶹḘᴻᶍ

ḑḱᶹḞḢḈḳᶱ ᵶᶝᵸᴳḑḱᶹḞḢḈḳᶱ ᶲᶆᶡᶽḻḀḻᶎ ᵶᶝᵺᶲᴳḢḈḳ

ḁᶹḋḉᶍ ᶎᴲḦḳḉḝᶶḻ᷿᷄ḯḻḏᶸḁḟḴᶹᵪᶨ ᶆᵬᶝᵸᴳ
ḑḱᶹḞḢḈḳᵫfiᵴᶫᵾ

ḩᶹḻḁᶹḋḉᶿḝ ḩᶹḻḁᶹḋḉᶱᶿḻᶊᵶᶝᵸᴳ

ḘḋḎḲᴻᵫ ᵶᶝᵶᵾᴲ
ḘḋḎḲᴻ ⅓ᵫ ᵸᵭᶝᵸ

ḘḋḎḲᴻᶱ ᵶᴲ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳḘḋḎḲᴻ ⅓ᶎḦḳḉḝᶶḻ᷿᷄ḯḻḏᶸ

ḁḟḴᶹᵪᶨ ᶆᵬᶝᵸᴳエンジンが始動しない
ḚḭᴻḂᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳḚḭᴻḂᵫ ᶒ ᶫᶪ ᶎᴲ ╣ᶱ ᶘᶅᵮᵿ
ᵴᵣᴳ᷊ᴻḛḁᶊ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳמ״ᴄְᶍḚḭᴻḂְְ׃׃נᶎḁḇᴻḇᴻְ᷈ᶹḳ

⽤ᶆᵸᴳ
ḚḭᴻḂᵫ ᶫᵾ

ḘḋḎḲᴻ᷆ᴻḞḳᶊ ᶩ ᵰᶨᶫᶅᵣᶪḩᶹḻḚḭᴻḂᶡ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

ḘḋḎḲᴻְ᷆ᴻḞḳᶇ ⼦ᶱ ᵶᶝᵸᴳ ᶊꞌᵷᶅ ᵶᴲ ᶠ ᵶ

ᶅᵮᵿᵴᵣᴳ
ḘḋḎḲᴻ᷆ᴻḞḳᶍ

Ḧḳḉḝᶶḻ᷿᷄ḯḻḏᶸḁḟḴᶹᶍ

ḢᴻḀᵪᶨḐḱḞḳ᷈ᴻḑᶱ ᵶᶝᵸᴳ
ᶽḻḀḻ ᶍḐḱḞḳ

ᶹ᷅ḓḋ᷿ḯḻ᷂ᴻᵫᶝᶂᵸᵯᶊ

∞ᶍננ׳ ᶝᶆ ᶨᶉᵣᶧᵥᶊ ≥ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ
ᶹ᷅ḓḋ᷿ḯḻ᷂ᴻᶍḲḘᶻḻḑ

⅓ ḴḘᴻᵫḵḋ᷄∞
ᶊᵡᶪ

ḴḘᴻᶱ ꞉֩ḓḭᴻḐḱḳ֪ᶍ∞ ᶊ ᵶᶝᵸᴳ

Ḵḡḳᵫ ᵣᴲ ᵫᶉᵣᴲ
ᶝᵾᶎ ᶍ ᵫ ┴ᶂᶅᵣᶪ

ḇḻ᷄ᶊ ᵶᵣ ᶍ ᶱ ᵶᶝᵸᴳ ḝᶸḳḇᴻᵪᶨ⽔ᶱ ᵶᶝᵸᴳ

᷿ḁḎḨᶱḟḱᶹḧḻ᷅ᵶᶝᵸᴳְד׃׃ḢᴻḀᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

ḝᶸḳḇᴻᵪᶨ⽔ᶱ ᵶᶝᵸᴳ ᷿ḁḎḨᶱḟḱᶹḧḻ᷅ᵶᶝᵸᴳ

ḢᴻḀᶱְד׃׃ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

ḣᴻḁᶇ ḝᶸḳḇᴻᵫ ᶆ ᵶᶅᵣᶉᵣᵲᶇᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ ḝᶸ

ḳḇᴻᶱ ᵶᴲ ḱᶹḻᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

エンジンは始動しない、また
は始動してもすぐに停⽌する

ᶽḻḀḻᶊ ᵫ ᵴᶫᶉ

ᵣᴲ ḝᶸḳḇᴻᶝᵾᶎ ḱ

ᶹḻᵫ ᶝᶂᶅᵣᶪ

ᶊ⽤דּ ᵴᶫᶅᵣᶉᵣ ᶱ ⽤ᵶᴲּד ᵫ ᶍ דּ ᶱּז ᶂᵾ

ᶎᴲ ḝᶸḳḇᴻᶱ ᵸᶪ ᵫᵡᶩᶝᵸᴳ ᶍּד ᵫ ᵸᵭᶪᶇᴲḝᶸḳḇᴻ

ᶣ ḱᶹḻᶊḙḱḝᶸḻ ᵫ ᵴᶫᴲ ᶍ ᶫᵫ ᵱᶨᶫᶝᵸᴳ

ḇḻ᷄ᶱ ⽔ᵶᶅ ᵶᶝᵸᴳ
ḇḻ᷄ᶍ ⼝ᵫ ᵫᶫᶅᵣᶉᵣᵲᶇᶱ ᵶᶝᵸᴳ

グロープラグが故障している ḚḭᴻḂᶇḲḴᴻᶱ ᵸᶪ

ᶉḇᶹḟᶍᶽḻḀḻְᶿᶹḳᶇ ⅓ᶿᶹḳᶱ ⽤ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ דּ ᵰᶊ

ᵴᶫᵾᶿᶹḳᶎᴲ᷈ᴻḳḑְḁḇᴻḐᶱ⼤ ᶊ ᵶᶝᵸᴳᵲᶍ Ḧḓḭᶷḳ
ᶍ ᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

周囲温度が低い

ᶍḘḋḎḲᴻᶆḀḫḻḟḁḇᴻḐᵶְׇ֩׆׃ḢᴻḀᶱ ֪ᴲḘḋḎḲᴻᶱ ᵸᶪᵪᴲ

ᵶᶅᵣᶪ ᶎ ᵶᶝᵸᴳ

バッテリーが
放電または損傷している

148



アバント 523 528 530 トラブルシューティング

問題 考えられる原因 救済策

ᶝᶂᵾḱḀᶽᴻḇᴻ ᶽḻḀḻ ᵪᶨḱḀᶽᴻḇᴻᶇḝᶶḻᶱ ᵶᶝᵸᴳ

ᶽḻḀḻ ᶩᶍ꜠ᶫ ᶽḻḀḻᶇᵼᶍ ᶱ ᶊ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

ᶽḻḀḻᵫ ᵸᶪ

⽔Ḵḡḳᵫ ᵣ ᶱ ᵶᶝᵸᴳנּ

⽔⅓⼒Ḳ᷾ᴻḘᴻְ᷂ḫḋḟᶍ ᶠ ᵰ ᶱ ᵶᶝᵸᴳ ᷿ḁḎ

Ḩᶇᵸᶘᶅᶍḣᴻḁᵩᶧᶒ ᶱ ᵶᶝᵸᴳ
᷿ḁḎḨᶍ ᶫ

ᶷḇḋḉḩḻḐḣᴻḁᵫ ᵴᶫᶅ

ᵣᶉᵣᵪᴲḦḳḉ᷈ḕ᷄ḇᵫ ᶊ

ḵḋ᷄ᵴᶫᶅᵣᶝᵺᶲ

Ḧḳḉ᷈ḕ᷄ḇᵫ ᵶᵮ ᵴᶫᶅᵣᶪᵲᶇᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

⅓ ḴḘᴻᶱ ᵪᵶ
ᶅᶡ ⅓ᶷḇḋḉḩḻḐᵫ
ᵶᶉᵣ

᷄ᶹḋ᷄᷀ḟḱᶍ ᶝᵾᶎ

֩ᶿᶹḳᶍ ᶫᵫ ᵴᶫᶪᵪ ⽌
ᵶᶝᵸ֪

Ḧḳḉ᷈ḕ᷄ḇᶍ᷄ᶹḋ᷄᷀ḟḱᶱ ᵶᶝᵸᴳ

ḝᶶᶹḳᶍ סּ ᶆᵡᶫᶏᴲ ᶍ ḝᶶᶹḳᶆ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

┴ᶂᵾ Ḫᴻḑ
ᴤᴨᴚᴓᴣᴢᴨᴦᴣᴠᶱ׳ ṸḪᴻḑᶊᶃᵣᶅᶎׇאḢᴻḀᶱᵳ ᵮᵿᵴᵣᴳ

ᶷḇḋḉḩḻḐḣᴻḁᶎḵᴻḈᴻ

ᶍ ᶍḝḵḻḐᶝᵾᶎḲᶷ᷄נּ

ᶹḋ᷄᷀ḟḱᶊᶎ⼊ᶩᶝᵺᶲᴳ

ᶍנּ ⅓ ḴḘᴻᶱ ⽅ ᶊ ᵪᵶᶅ⅓⼒ᶱ ᵶᶝᵸᴳᶷḇḋ

ḉḩḻḐᵪᶨ⅓⼒ᶱ ᵸᶪ ᵫᵡᶪ ᶡᵡᶩᶝᵸᴳ
⅓ḱᶹḻᶊ ⅓ᵫᵡᶪ

⅓ᶿᶹḳḴḡḳᵫ ᵣ ᵶᶅ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳְׇׄ׃ḢᴻḀᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

ᶿᶹḳ᷄ᴻḱᴻᶍ ᶝᶩ ᷄ᴻḱᴻᶇḝᶶḻᶱ ᵶᶝᵸᴳ

ḝᶶḻ ᴲ ᵶᴲ ᶊꞌᵷᶅ ᵶᶝᵸᴳ
⅓᷿ḁḎḨᶍ

⾼ ᶷḇḋḉḩḻḐᶱ ⽤ᵸᶪ ᶎᴲ ⅓ḘḳḞᵫ ᶊ ᵣᶅᵣ

ᶪᵲᶇᶱ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ ᶊꞌᵷᶅḴḘᴻְḵḋְ᷄ḟḴᴻḐᶱ ᵶᶅ

ᵮᵿᵴᵣᴳ

⅓ᶿᶹḳᶍ ᶫᵫ ᵴᶫᶪ

ᶷḇḋḉḩḻḐᶱ ᵣᶽḻḀḻ ᶆ ⽤ᵶᴲְ׃ḥḻḟ ᶆ ⽤ᵶᴲᶷ
ḇḋḉḩḻḐᶊ ᵫᶉᵣᵪ ᵶᶝᵸᴳ

⅓᷿ḁḎḨᶍ

∞ᶍײ׳ḁᶹḋḉᵫ׳ᴃ״ ᶊᵡᶪ ∞ᶍננ׳ḁᶹḋḉᶱ׳ᴃ״ ᶊ ᵶᶅḑḱᶹḞḢḈḳᶱ ᵴᵺᶝᵸ

ḵᴻḈᴻᶊ᷿ᴻḐḡḳḐ ᵫ ᵴᶫᶅᵣᶪ ᶎᴲ᷿ᴻḐḡḳḐ

ᶱ ᶠᶪ ᵫᵡᶩᶝᵸᴳ᷿ᴻḐḡḳḐᶱ ᵶᴲ ᶠᶅᵮᵿᵴᵣᴳ
᷿ᴻḐḡḳḐᵫ ᶫᶅᵣᶪ

ḙᴻ᷂ḻ᷅ḞḴᴻ᷂ḁᶹḋḉᶍ

ᶍ ᴲḚḭᴻḂ ᶫᴲᶝᵾ

ᶎḁᶹḋḉᶍ

ᴲḚḭᴻḂᴲḁᶹḋḉᶱ ᵶᴲ ᶊꞌᵷᶅ ᵶᶅᵮᵿᵴ

ᵣᴳ᷊ᴻḛḁᶊ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

ḙᴻ᷂ḻ᷅ḞḴᴻ᷂ᶱ ᵶ
ᶅᶡḵᴻḈᴻᶎ ᵬᶝᵺᶲᴳ

ᵣ ⅓ḉḫᴻḀ⅓⼒
⅓⼒ḉᶼḋ᷄ᶊᶃᵣᶅᶎ᷊ᴻḛḁᶊᵩ ᵣ ᶮᵺᵮᵿᵴᵣᴳ

⅓ᶿᶹḳḴḡḳᵫ ᵣ ⅓ᶿᶹḳᶍḴḡḳᶱ ᵶᴲ ᶊꞌᵷᶅᶿᶹḳᶱ ᵶᶝᵸᴳ

ḅḴḖᶹḑḘḳḞᶍ ᵶᶅᴲּס ᶉ ᶎ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ᷊ᴻḛḁᶊ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ
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アバント 523 528 530 メンテナンスログ

メンテナンスログ
1.お客様

2.ローダーモデル

3.配達⽇

シリアルナンバー

サービス⽇
年 / ⽉ / ⽇

オペレーティング

時間
サービス提供元:
印鑑/署名備考

___/___/_____ _____/ 50時間

___/___/_____ _____/ 450時間

___/___/_____ _____/ 850時間

___/___/_____ _____/ 1250時間

___/___/_____ _____/ 1650時

___/___/_____ _____/ 2050時間

___/___/_____ _____/ 2450時間

___/___/_____ _____/ 2850時間

___/___/_____ _____/ 3250時間

___/___/_____ _____/ 3650時間

___/___/_____ _____/ 4050時間
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